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公益社団法人 青梅法人会 
税と経営と地域の情報誌こだま

GO NISHITAMA

第14回 通常総会開催
第27期本会役員紹介
第26 期勇退役員一覧
三部会合同事業案内
日本航空学園～アカデミーフェスティバル ライブパフォーマンス～
令和7年7月定期異動 青梅税務署 幹部紹介
【PR】ホットマン株式会社
【PR】株式会社サムライTシャツ
ZOOM UP
青梅法人会活動レポート
人 -ひと-   ノンフィクション作家 黒川 祥子さん
地元のおすすめ飲食店　山のスパイス（あきる野市） 
税のコラム 税と暮らしを考えよう
～「会社が支払う保険料について」 その１～
健康にアプローチ「未来を守る選択を」
青梅法人会創立75周年
2000年～2025年のあゆみ
青梅法人会創立75周年記念事業案内　
新入会員のご紹介/編集後記
広報委員会からのお知らせ

FCGキャロウェイ世界選手権 日本代表　森田泰飛さん

～ 外国人をパートナーに  ～　
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Q:アメリカでの世界大会の思い出は？
泰飛さん:とにかく楽しかったです！
宏樹さん:アメリカはホテルからゴルフ場が近く、すぐに
ゴルフ場へ行けるのがよかったみたいです。ホテルの
プールも気に入っていました。このときの思い出もアメリカ
への憧れに繋がっているようです。

Q:プレー中に意識していることはありますか？
泰飛さん:頭と下半身の動きに注意をして、腕を前に出
して強く振り抜くこと。練習通りに打つことをイメージして
います。
宏樹さん:思い切りがいいのか、大きい大会でも平常心
でプレーできているみたいで、それがよい結果に結びつ
いているように思います。
　泰飛は５月生まれなのですが、大会の年齢は７月の世
界大会の時点での年齢を基準に組み分けられるので、
１学年上のお兄さんたちと戦っています。泰飛の一番の
武器はドライバーの飛距離で、大人にも引けを取らない
ほどなのですが、世界大会でも、年下である泰飛の飛距
離を見た子が悔しそうにしている様子が印象的でした。

Q:普段はどのように過ごしていますか？
泰飛さん:サッカーチームと野球チームに入っていて、特
にサッカーが楽しいです。学校の授業も体育が好きで
す。家では、お姉ちゃんたちや妹と遊んだり、ゲームをした
りしています。
宏樹さん:最近は大会が多くてあまり行けていないので
すが、よく家族で山登りに行っています。山登りを通して
足腰や体幹を鍛えられたことは、ゴルフにも繋がっている
と思います。自然豊かな奥多摩の環境で、夢に向かって
のびのびと育ってほしいですね。

Q:ゴルフをはじめたきっかけは？
泰飛さん:お姉ちゃんがやっているのを見て、一緒にや
るようになりました。
宏樹さん:先に姉２人がゴルフをはじめていて、３歳の頃
に泰飛も「やりたい」というのでレッスンに連れて行きまし
た。一時は、泰飛の下の妹も含めて、４人兄弟で一緒に
レッスンに通っていました。お姉ちゃんたちは、今はバドミン
トンやダンスを頑張っています。
　現在は泰飛と２人で毎週金曜日にレッスンへ行き、土日
は遠征して大会に出場しています。奥多摩まで戻ってく
ると時間がかかるので、金曜日のレッスン後にそのまま宿
泊して大会に臨むことが多いです。

Q:どのような練習をしていますか？
泰飛さん:金曜日に埼玉県の練習場でレッスンを受けて

います。それ以外の日は素振
りをしたり、パターの練習をし
たり、YouTubeで上手な選
手の動画を観て自分のプ
レーをイメージしたりしていま
す。
　アプローチや長いパットが
うまい選手が好きで、参考に
しています。プロゴルファーで
は、タイガー・ウッズが好きで

す。プロになってウッズのようにアメリカで活躍したいです。
宏樹さん:動画で昔の映像が観られるので、そこから好
きになったみたいです。今はウッズのお子さんがジュニア
大会で活躍されているので、その子と一緒にプレーでき
たらいいですね。

世界で活躍するプロゴルファーを目指して

さん

　奥多摩町在住の森田泰飛さん(もりた・たいと、９歳、氷川小３年)は、2024年７月にアメリカで開催さ
れたジュニアゴルフの世界大会「FCG CALLAWAY WORLD CHAMPIONSHIP 2024(７歳～８歳
の部・男子)」に日本代表として出場。世界中から予選を勝ちぬいた選手が集まる中、初の国際大会でも
落ち着いたプレーを見せ、日本人の出場選手で唯一の３位入賞を果たしました。2025年大会にもシー
ド選手として出場し、８位という結果を残しました。
　父・宏樹さんと２人の姉の影響を受け、３歳からゴルフをはじめた泰飛さん。家族で埼玉県日高市まで
ゴルフのレッスンに通い、腕を磨きました。５歳の頃からコースを回りはじめ、ジュニア大会に出場するよ
うになるとその実力を存分に発揮。2023年「PGM世界ジュニアゴルフ選手権日本代表選抜大会 東日
本ブロック関東予選(７歳～８歳の部・男子)」での優勝を皮切りに、各地の大会で目覚ましい成績を残し
ました。2024年５月には上記の世界大会の国内予選で準優勝し、日本代表の座を手に。世界大会でも
堂々のプレーを披露し、その名が世界で知られる存在となりました。
　「将来はアメリカで活躍したい」と話す泰飛さんと、練習や大会に帯同して、その夢をかなえるために共
に歩む父・宏樹さんにお話を伺いました。

FCGキャロウェイ世界選手権 日本代表

森田 泰飛
Taito   Morita

▲▼2025 年大会▲▼2024 年大会の入賞プレートと

▲JLPGA全日本小学生ゴルフトーナメント
関東予選大会【優勝】
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青梅税務署長  内田 昭彦 様

▶ご勇退される皆さま
（ 左より ）　石井 勇 様　 指田 勇 様　小林英雄 様　栗原 宏二 様　
青木 高幸 様　小峰 三枝子 様　

瑞穂町長
山﨑　栄 様

日の出町長
東　亨 様

奥多摩町長
師岡 伸公 様

青梅市長
大勢待 利明 様

福生市長
加藤 育男 様

衆議院議員  井上 信治 様 菊池会長

9,398 530

18,101 36,781

5,084

受取会費
事業収益
補助金等
受取負担
その他

■
■
■
■
■

（単位：千円）

（単位：千円）

受取会費
事業収益
補助金等
受取負担金
その他

■
■
■
■
■

（単位：千円）

（単位：千円）

令和６年度収支決算令和 7年度収支予算

青梅法人会　令和 6年度決算・令和 7年度予算

70,25445,000

事業費
管理費

60,049

■
■
■
■
■
■

税に関する事業（公１）
地域企業発展事業（公２）
地域社会貢献事業（公３）
福利厚生及び収益事業（収１）
会員交流事業（他１）
法人会計

公益比率　53.9％

21,651

9,362
9,296

1,267

28,678

■
■

事業費
管理費

■
■

700

74,824支出総額 千円 74,824収入総額 千円74,824収入総額 千円

68,677支出総額 千円 会計別支出額

4,570
1,2222,500

8,627

18,497

4,570

公 益 事 業

67,919 69,894

45,000
700

18,497
2,500
1,222

60,049
8,627

70,254
4,570

36,781
5,084
18,101
9,398
530

21,651
9,362
9,296
1,267
28,678
4,570

（単位：千円）
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会員交流事業（他１）
法人会計

公益比率　53.9％

21,651

9,362
9,296

1,267

28,678

■
■

事業費
管理費

■
■

700

74,824支出総額 千円 74,824収入総額 千円74,824収入総額 千円

68,677支出総額 千円 会計別支出額

4,570
1,2222,500

8,627

18,497

4,570

公 益 事 業

67,919 69,894

45,000
700

18,497
2,500
1,222

60,049
8,627

70,254
4,570

36,781
5,084
18,101
9,398
530

21,651
9,362
9,296
1,267
28,678
4,570

（単位：千円）
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 第 27 期 本 会 役 員 紹 介
令和 7年６月

〜
令和 9年５月

会　　長　　
菊池　一夫

㈱クレアンスメアード

副会長

山下  真一
武陽ガス㈱

副会長
（総務・青年部会担当）

清水　　大
清水燃料㈱

副会長
（組織担当）

吉岡　一三
ｶｰﾄｰﾀﾙｼｮｯﾌﾟﾘｯﾌﾟｽ㈲

副会長
（税制・源泉部会担当）

山下  敬一
武陽液化ガス㈱

副会長
（広報担当）

岩田　雅行
カネク㈱

会計

加藤　　勤
㈱桝屋

総務委員長

瀬古　　毅
㈲瀬古本店

組織委員長

長塚　弘司
㈱東郊建設

公益事業委員長
（環境・エンタメ）

鈴木　　誠
鈴木土建㈱

公益事業委員長
（研修・租税）

島田賢一郎
川崎鉄工㈱

税制副委員長

渡邉　徹夫
㈲いずみや商店

総務副委員長

髙水　正彦
㈲武双測量システム

組織副委員長

石堂　清雅
㈱和商工

組織副委員長

森田　美実
西東京農業協同組合

組織副委員長

石橋　祥児
多摩イシバシ㈱

税制副委員長

明神　　昇
㈱明神工芸

総務副委員長

橋本　　宏
㈱フクミヤ

税制副委員長

上野　晃彦
上野不動産㈱

税制副委員長

田中　孝行
㈱田中染色工場

厚生共益副委員長

村松　真治
㈱風

公益事業副委員長（環エ）

鬼塚　睦子
㈱鬼塚硝子

厚生共益事業副委員長

中原　聡美
㈱五光建設

公益事業副委員長 （研租）

吉澤　清志
東京システムリサーチ㈱

公益事業副委員長 （研租）

小野　　修
㈱モリコー

広報副委員長

田中英一郎
㈱タマプリント

理事

嶋﨑　雄幸
嶋﨑税務会計事務所

青梅中央支部長

福島　則行
福島産業㈱

広報副委員長

澤田　佳久
㈱サムライＴシャツ

厚生共益事業副委員長

山下　一彦
㈲奥乃庄

青梅東部支部長

石上憲志郎
(医社 ) 新町クリニック

青梅第２支部長

木﨑　信行
㈱成和印刷

青梅南部支部長

中嶋　規夫
中嶋鍍金㈱

奥多摩支部長

小林　勝明
㈲小林石油

福生支部長

露木　禎尚
㈲露木不動産

羽村東支部長

大和田正樹
㈱オオワダ

羽村西支部長

小林　貴純
㈱アサヒ

瑞穂第２支部長

田中　道治
㈱西部管材

瑞穂第１支部長

髙橋　弘貴
総合観光バス㈱

秋川支部長

小川  浩一
㈲ニーズ

五日市支部長

峰岸　良夫
㈲マルナカ

日の出支部長

原田　　充
㈲原田建設

源泉部会長

樋口　昭久
㈱アクセルオート

女性部会長

高橋由美子
㈱福生ハム

青年部会長

井草　　誠
㈱アイプランニング

公益事業副委員長 （環エ）

小作　敏之
㈱小作造園

公益事業副委員長 （環エ）

佐藤　和義
㈱くら蔵

監　　事

安藤　秀明
安藤秀明税理士事務所

監　　事

原島  誠治
青梅信用金庫

監　　事

松村　博文
松村ダスト㈲

広報委員長

高野　真人
㈱高野保険事務所

厚生共益事業委員長

酒井　　透
㈱モバイルステーション

税制委員長

土方　正芳
㈱原美装

組織副委員長

平樂　　茂
㈱三立製作所

副会長
（厚生共益担当）

岩浪　武夫
㈲岩浪石材店

坂本　保夫
㈲穂高商事

大澤　宏之
㈲大澤工業所

副会長
（公益事業
環境・エンタメ担当）

副会長
（公益事業
研修租税・女性部会担当）
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明神　　昇
㈱明神工芸
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橋本　　宏
㈱フクミヤ

税制副委員長

上野　晃彦
上野不動産㈱
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田中　孝行
㈱田中染色工場
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環境・エンタメ担当）

副会長
（公益事業
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　■ 本会理事

長年にわたり会の繁栄にご尽力いただきありがとうございました

１９期：Ｈ２１～２２　　　２０期：Ｈ２３～２４　　　２１期：Ｈ２５～２６　　　２２期：Ｈ２７～２８
２３期：Ｈ２９～３０　　　２４期：Ｈ３1～R０２　　　２５期：Ｒ０３～０４　　　２６期：Ｒ０５～０６

第 26 期勇退役員一覧

氏　名 法　人　名 就　　　任　　　期 通　算

有限会社石井商事不動産

多摩包装工業株式会社

株式会社多摩組

サクラソニック株式会社

株式会社栗原園

株式会社内田工務店

有限会社若松屋

日本ブレージング工業株式会社

株式会社あおやぎ

１９～２０期支部長理事／２１期理事

２２～２４期常任理事／２５期副会長／２６期監事

１９～２１期支部長理事／２２期理事

２３～２５期常任理事／２６期副会長

２０～２１期支部長理事／２２～２６期理事

２１～２２期支部長理事／２３～２４期理事

２５～２６期常任理事　　　　　　　　　

２３～２４期理事／２５～２６期常任理事

２３期理事／２4～２5期支部長理事／２６期理事

２２～２３期理事／２５～２６期支部長理事

２4～２6期部会長理事

２５～２6期理事

１６年

１６年

１４年

１２年

８年

８年

８年

６年

４年

石 井   勇

指 田   勇

井 上 忠 男

小 林 英 雄

栗 原 宏 二

内 田 義 明

青 木 高 幸

小 峰 三 枝 子

青 柳　実  

様

様

様

様

様

様

様

様

様

主催：公益社団法人青梅法人会 
協力：日本航空学園 青梅キャンパス日本航空学園 青梅キャンパス

～アカデミーフェスティバル ライブパフォーマンス～

日本航空学園 青梅キャンパス 体育館

● ウィンドオーケストラカンパニー
● ウィングダンスカンパニー
● 書道部

日本航空学園青梅キャンパス学園祭「ACADEMY FESTIVAL2025」 内での開催となります

会  場

開 催 日

演目内容 出演：日本航空学園 青梅キャンパス3団体 

(日)�� ��月 日令和７年
13 : 00 （受付）13 : 30 （開演）～14 : 50 （終演予定）

お申し込みは
QRコードから

入場
無料

定員

500名

青梅法人会 三部会合同事業
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企C-2025-0008（2025年7月29日）P6965

公   益
財団法人

〒160-0002 東京都新宿区四谷坂町5番6号 全法連会館3階

https://www.tohoren-tokutaikyo.or.jp

資料請求
お問合せは

○この制度は、大同生命保険株式会社と締結した「新企業年金保険契約」に基づいて運営しています。
○このご案内は、2025年7月現在の制度内容および税制に基づき記載されており、内容は将来変更されることがあります。
○ご加入にあたっては必ず所定のパンフレットをご確認ください。

1 東京都内の事業所であれば、企業規模を問わず加入できます。
2 掛金は従業員１人につき月額1,000円から30,000円まで選択できます。
3 掛金は全額損金または必要経費に算入でき、給与所得にもなりません。
4 ご加入後１ヵ月で退職しても退職金が支払われます。
5 中小企業退職金共済制度（中退共）と重複して加入できます。

公益財団法人 東法連特定退職金共済会とは…
●東京法人会連合会（東法連）が母体となり1977年に財団法人
として設立されました。
●所得税法施行令第73条に定める特定退職金共済団体として、
税務署の承認を受けています。

●東京都知事の公益認定を受けて、2012年10月に公益財団
法人に移行しました。

●約4,000社の事業所の皆さまにご加入いただき、約450億円の
積立金をお預かりしています。

特定退職金共済制度
特退共
と く た い き ょ う

従業員の退職金準備は

特退共の魅力

①前任地　②出身地　③趣味　④モットー

令和7年7月定期異動 

青梅税務署 幹部紹介 ①関東信越国税局
　村上税務署署長
②東京都
③街歩き
④吾唯足知（われ ただたるをしる）

署長

西田　誠

①国税庁課税部法人課税課　課長補佐
②千葉県　
③読書
④ピンチはチャンス

副署長

松尾　公二

① 麹町税務署　特別国税調査官
② 東京都
③ 音楽鑑賞
④ 今女画 ( いまなんじはかぎれり）

特別国税調査官　

若林　英司

①東京国税局　総務部　
芝署派遣納税者支援調整官
②長野県
③ジョギング
④何でも楽しく前向きに

総務課長　

太田　秀隆

①芝署・法人３・統括官
②高知県　
③読書
④自然体

森本　利佳

①留任
②東京都
③動画鑑賞（Youtube）
④明るく、楽しく、元気よく

成澤　忍

①課税第一部国税訟務官室　主査
②兵庫県　
③サッカー観戦
④ベストを尽くす

　

今西　貴洋

① 留任
② 北海道 
③音楽鑑賞、室内テニス
④何事も楽しんだもん勝ち
やらない後悔よりやって反省

　

吉武　貴子

①留任
②千葉県
③スニーカー収集
④３年目も楽しく全力で。

総務課長補佐　

佐久間 貢司

① 留任
② 福岡県
③ パソコンの自作
④七転び八起き

　

石川　龍児

にしだ　   まこと

おおた　  ひでたか

よしたけ 　たかこ さくま　     こうじ いしかわ　りゅうじ

もりもと　   りか なりさわ　しのぶ

いまにし　たかひろ

まつお　　 こうじ

わかばやし   えいじ

法人課税第 2部門
統括国税調査官

法人課税第 1部門
統括国税調査官

法人課税第1部門
上席国税調査官

法人課税第 4部門
統括国税調査官

法人課税第 3部門
統括国税調査官
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※ 10p の記事は会員企業よりご提供いただいた情報で作成されています。
掲載をご希望の方は、青梅法人会広報委員会までご連絡をお願いいたします。（掲載は有料となります） 10   KODAMA 　 



※ 11p の記事は会員企業よりご提供いただいた情報で作成されています。
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人
が
参
加
。

4
人
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。消
防
団
員

は
地
方
公
務
員
非
常
勤
特
別
職
と
し

て
の
身
分
が
あ
り
、外
国
人
団
員
に
は

職
務
に
制
限
も
あ
り
ま
す
が
、市
町
村

の
現
状
に
合
わ
せ
て
少
し
ず
つ
役
割
も

増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
第
２
分
団（
本
橋
龍
一分
団
長
）に
所

属
す
る
ス
デ
ッ
ク
さ
ん（
28
歳
、在
住
７

年)

、サ
ロ
ジ
さ
ん（
30
歳
、在
住
8
年
）

は
共
に
ネ
パ
ー
ル
出
身
で
、２
０
２
４
年

4
月
か
ら
消
防
団
員
に
な
り
ま
し
た
。

　
来
日
後
、自
動
車
整
備
の
業
界
が
提

携
す
る
神
奈
川
県
や
新
潟
県
の
日
本

語
学
校
で
約
2
年
間
の
日
本
語
研
修

を
経
て
、整
備
の
専
門
学
校
で
も
２
年

間
学
び
ま
し
た
。そ
の
後
、（
株
）交
運

社
の
瑞
穂
工
場
で
整
備
点
検
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

　「
当
社
で
は
現
在
約
20
人
の
外
国
人

が
働
い
て
い
ま
す
。前
向
き
な
仕
事
ぶ

り
は
国
籍
問
わ
ず
、同
僚
に
も
い
い
刺

激
に
な
って
い
ま
す
。2
人
か
ら
、母
国

か
ら
奥
さ
ん
を
呼
び
寄
せ
る
に
あ
た
っ

て
、『
広
い
部
屋
を
借
り
た
い
』と
の
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。消
防
団
員
や
保

育
士
に
は
福
生
市
と
東
京
都
住
宅
供

給
公
社
と
の
協
定
に
よ
り
市
内
の
同

公
社
住
宅
へ
の
入
居
を
あ
っ
せ
ん
す
る

制
度
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、仲
の
い
い
2
人
が一
緒
に
応
募
し
て

く
れ
ま
し
た
」と
語
る
の
は
同
社
の
本

　
福
生
市
で
は
ベ
ト
ナ
ム
や
ネ
パ
ー
ル

か
ら
の
移
住
が
多
く
、数
年
前
か
ら
、

町
会
な
ど
住
民
生
活
の
課
題
を
担
当

す
る
協
働
推
進
課
が
多
文
化
共
生
事

業
に
着
手
。令
和
7
年
度
か
ら
は
外

国
人
の
防
災
意
識
の
啓
発
、地
域
で
暮

ら
す
人
々
が
国
を
問
わ
ず
と
も
に
助

け
合
う
こ
と
を
目
的
に「
外
国
人
防

災
啓
発
動
画
」の
制
作
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
動
画
で
は
地
震
や
洪
水
な
ど
自
然

災
害
が
起
き
た
際
の
対
応
な
ど
を
や

さ
し
い
日
本
語
の
ナ
レ
ー
シ
ョン
と
各
国

言
語
の
字
幕
で
解
説
。担
当
職
員
は

「
や
さ
し
い
日
本
語
の
普
及
を
し
な
が

ら
、在
住
外
国
人
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
で
き
れ
ば
」と
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。同
市
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ

ル「
福
生
市
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
」で
配
信
予

定
。視
聴
し
た
外
国
人
の
共
助
と
防

災
意
識
啓
発
へ
の一
助
に
な
る
か
期
待

さ
れ
ま
す
。

橋
龍
一ユ
ニッ
ト
リ
ー
ダ
ー（
次
長
）。本

橋
さ
ん
も
、仕
事
と
消
防
活
動
を
両

立
さ
せ
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
本
橋
さ
ん
は「
ネ
パ
ー
ル
に
は
上
下

関
係
や
家
族
を
大
切
に
す
る
文
化
が

あ
り
、消
防
団
に
馴
染
ん
で
く
れ
て
い

ま
す
。練
習
時
間
を
短
く
し
て
、家
族

や
呼
び
寄
せ
た
奥
さ
ん
の
話
し
相
手

に
な
る
時
間
を
つ
く
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。食
事
は
宗
教
上
の
問
題
に
配

慮
し
て
、複
数
の
お
弁
当
を
用
意
し
て

い
ま
す
。彼
ら
の
分
だ
け
別
の
も
の
に

す
る
の
で
は
な
く
、分
団
の
同
僚
も
同

じ
弁
当
を
食
べ
る
な
ど
し
て
、連
帯
感

が
強
ま
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
」

と
細
か
な
配
慮
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
活
動
に
加
わ
る
こ
と
で
2
人
の
生

活
に
も
メ
リ
ハ
リ
が
出
て
き
て
お
り
、

休
日
は
奥
多
摩
方
面
へ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
も
行
く
そ
う
で
す
。

専
門
学
校
当
時
の
仲
間
が
地
方
で
働

い
て
お
り
、消
防
団
活
動
に
つ
い
て
話

す
と
驚
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

　「
仲
間
に
防
災
に
つ
い
て
話
す
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、迷
惑
行

為
に
つい
て
は
仲
間
同
士
で
気
を
付
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。奥
多
摩
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
い
る
と
き
に
、ド

ロ
ー
ン
が
飛
ん
で
き
て
撮
影
し
て
い
ま

し
た
。外
国
人
が
増
え
て
、問
題
が
起

き
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

迷
惑
に
な
ら
な
い
こ
と
を
し
て
い
れ

ば
、撮
影
も
気
に
な
り
ま
せ
ん
ね
」と

語
る
2
人
は
日
本
の
生
活
を
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
本
橋
さ
ん
は「
団
員
が
不
足
す
る
中

で
、成
長
す
る
彼
ら
の
存
在
は
助
か
り

ま
す
。時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、大

切
に
育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　　
今
後
西
多
摩
地
域
に
移
住
す
る
外

国
人
は
増
加
す
る
で
し
ょ
う
。職
場
や

地
域
の
様
々
な
試
み
を
通
し
て
、日
本

人
と
交
流
も
継
続
し
な
が
ら
、互
い
に

理
解
が
進
み「
助
け
合
う
隣
人
」を
育

て
る
ま
ち
の
見
本
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　観光客が多数訪れて起きるさまざまな問題、オー
バーツーリズムが西多摩の観光地でも問題となってい
ます。一方、「外国人のコミュニティに日本のルールや防
災意識と身を守るための情報を広げたい」と行政関係
者も試行錯誤を続けています。
　西多摩地域でいち早く人口に占める在住外国人の割
合が8%超となった福生市（2025年6月現在）には外国
人が約4800人暮らしており、その国籍は70カ国にも及
んでいます。「互いに助け合う隣人となる」意識を育てる
同市の様子を取材しました。
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防災事故意識向上を通して
助け合う関係へ

6/29、多摩川中央公園で開催された水防訓練

▲

約30人の市内外国人学生が参加。
▲水防訓練

▲「住民で組織する消防団は母国にはありません」と参加者。
　水防の工夫に外国人から様々な質問が寄せられていました。

▲

交
運
社
の
職
場
に
て

▶
職
場
で
消
防
団
員
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
の

　ス
デ
ッ
ク
さ
ん
と
サ
ロ
ジ
さ
ん
。

　ユ
ニ
ホ
ー
ム
持
参
で
取
材
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た

ズームアップでは西多摩での
さまざまな出来事や地域の活性化、
新しい取り組みを、人や団体、企業
などに注目して紹介しています。
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さまざまな出来事や地域の活性化、
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などに注目して紹介しています。
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青梅法人会　活動レポート［ 2025年 4-9 月 ］青梅法人会　活動レポート［ 2025年 4-9 月 ］

公益事業委員会 ( 環境エンタメ ) 委員長　鈴木　誠

女性部会　高木　妙子 

　6 月 27 日、環境エンタメ委員会では「企業の森」にて下草
刈りを実施しました。猛暑の中での作業となりましたが、多
くの会員の皆様にご参加いただきました。花粉の少ない森づ
くりをテーマとした、社会貢献活動として毎年行われている
本事業。汗をかきながらの作業を通して、自然とのつながり
を再確認する貴重な時間となっています。
　ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。

組織委員長　　長塚  弘司組織委員長　　長塚  弘司

　7 月 18 日、理事会終了後に、青梅市内の「いちゑ」にて新旧
役員の歓送迎会が開催されました。この会は、長年にわたり法
人会の発展にご尽力いただいた皆様への感謝の気持ちを表すと
ともに、新たに役員に就任された皆様を歓迎するために企画さ
れたものです。ご参加いただきました皆様、誠にありがとうござい
ました。

　8月 6日には、会員増強運動の決起大会を含んだ「拡大役員
会」が開催されました。本年は創立 75 周年という節目の年に
あたり、活動の原動力とも言える会員の拡大に、これまで以
上に力を入れていくこととなりました。75 周年にちなみ、
「75社の純増」を目標に掲げ、活動を進めてまいります。

　6月 11 日、女性部会では健康増進事業として「自彊術（じきょ
うじゅつ）」のセミナーをあきる野公民館で開催しました。
自彊術は、呼吸に合わせて全身を動かす日本発祥の健康体操で、
無理のない運動を通じて体を整えることができます。

　講師の指導のもと、参加者の皆さんは和
やかな雰囲気の中で体を動かし、心も体も
リフレッシュ。
　終了後は、市内のそば処「花がき」で昼
食を楽しみ、秋留台公園を散策するなど、
リラックスした時間を過ごしました。

　今年度も、支部・部会主催によるゴルフ大会が各地で開催され、いずれも盛況のうちに幕を閉じました。源泉部会・青年部会（合
同）、瑞穂第一・第二支部（合同）、秋川流域（合同）、青梅東部支部と、各地でのプレーを通じて、会員同士の交流が一層深まりました。
なかでも、本会主催の会員交流ゴルフ大会は、創立 75 周年を記念し「チャリティーゴルフ大会」として開催され、未加入法人
の方の参加費を無料とする試みも行われました。当日の模様や結果は、次号『KODAMA165 号』でご紹介いたします。開催にご
協力くださった皆さま、そしてご出場いただいた皆さまに、心より御礼申し上げます。

■ 新旧役員歓送迎会 7.18（於）いちゑ ■ 拡大役員会  8.6（於）あきる野ルピア

■ 環境エンタメ委員会 6.27（於）企業の森 ～下草刈り作業～

厚生共益事業委員長　酒井　透

■5月20日源泉部会・青年部会協催会員交流ゴルフ大会
　　　　　　　　　　　　　　　( 於 ) 青梅ゴルフ倶楽部
■6月24日青梅東部支部ゴルフ大会
　　　　　　　　　　　　　　　( 於 ) 青梅ゴルフ倶楽部
■6月26日瑞穂第一・第二支部合同ゴルフ大会
　　　　　　　　　　　( 於 ) 立川国際カントリー倶楽部
■７月16日秋川流域ゴルフ大会  
　　　　　　　　　　　( 於 ) 立川国際カントリー倶楽部
■9月2日創立 75周年記念会員交流チャリティーゴルフ大会
　　　　　　　　　　　　　　　( 於 ) 青梅ゴルフ倶楽部

　青梅南部支部では 6 月 11 日、昨年
に続き 2 回目となる日帰りバス旅行
「潮干狩り体験」を開催しました。
　行き先は千葉県の富津海岸。梅雨
の合間の好天にも恵まれ、絶好の潮
干狩り日和となりました。
　熊手片手に夢中で貝を探す姿があ
ちこちに見られ、たくさんの笑顔と
笑い声に包まれた一日となりました。
　帰りのバスでは収穫を見せ合いな
がら、会員同士の交流も深まるひと
ときとなりました。

■ 女性部会 健康増進事業（自彊術）6.11（於）あきる野市中央公民館■ 青梅南部支部 日帰りバス旅行 ～潮干狩り～  6.11（於）富津海岸

青梅南部支部長 　　
中嶋 規夫

　事業研修委員会では、4 月からさまざまなテーマで研修会
を開催しています。主な会場は法人会研修センターですが、
オンライン配信にも対応し、参加しやすい環境づくりに努め
ています。これまでに実施した研修には、社員研修をはじめ、
話題の AIセミナー、カスタマーハラスメント対策、事業承継
セミナーなどがあり、どれも時代に即した内容で好評をいた
だいています。今後も幅広い分野の研修を予定しております。
経営や実務に役立つヒントがきっと見つかるはずです。ぜひ
積極的にご参加ください。

■ 研修会に参加しませんか

■ 青年部会、積極的に活動中！
　青年部会では 4月 15 日に開催された事業報告会において、第 21 代青年部会長に秋川支部の井草誠氏が就任されました。
　体制も新しくなり、活動に参加する部会員も増え、これまで以上に活気に満ち溢れています。現在は、法人会活動の重責
を担う「租税教室」を中心とした社会貢献活動に加え、研修や懇親など積極的に展開中です。
　青年部会は、50 歳以下の経営者・経営幹部の方で構成されており、同世代同士のネットワークづくりや学びの場としても
魅力的な存在です。新しい仲間と出会い、視野を広げるチャンスです。ご興味のある方は、ぜひご参加ください。

■ゴルフ大会各会場で開催

公益事業委員長（研修・租税担当）　島田 賢一郎

副会長 ( 青年部会担当 )　清水　大

青梅東部 源泉部会・青年部会

瑞穂第一・第二支部 秋川流域
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公益事業委員会 ( 環境エンタメ ) 委員長　鈴木　誠

女性部会　高木　妙子 

　6 月 27 日、環境エンタメ委員会では「企業の森」にて下草
刈りを実施しました。猛暑の中での作業となりましたが、多
くの会員の皆様にご参加いただきました。花粉の少ない森づ
くりをテーマとした、社会貢献活動として毎年行われている
本事業。汗をかきながらの作業を通して、自然とのつながり
を再確認する貴重な時間となっています。
　ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。

組織委員長　　長塚  弘司組織委員長　　長塚  弘司

　7 月 18 日、理事会終了後に、青梅市内の「いちゑ」にて新旧
役員の歓送迎会が開催されました。この会は、長年にわたり法
人会の発展にご尽力いただいた皆様への感謝の気持ちを表すと
ともに、新たに役員に就任された皆様を歓迎するために企画さ
れたものです。ご参加いただきました皆様、誠にありがとうござい
ました。

　8月 6日には、会員増強運動の決起大会を含んだ「拡大役員
会」が開催されました。本年は創立 75 周年という節目の年に
あたり、活動の原動力とも言える会員の拡大に、これまで以
上に力を入れていくこととなりました。75 周年にちなみ、
「75社の純増」を目標に掲げ、活動を進めてまいります。

　6月 11 日、女性部会では健康増進事業として「自彊術（じきょ
うじゅつ）」のセミナーをあきる野公民館で開催しました。
自彊術は、呼吸に合わせて全身を動かす日本発祥の健康体操で、
無理のない運動を通じて体を整えることができます。

　講師の指導のもと、参加者の皆さんは和
やかな雰囲気の中で体を動かし、心も体も
リフレッシュ。
　終了後は、市内のそば処「花がき」で昼
食を楽しみ、秋留台公園を散策するなど、
リラックスした時間を過ごしました。

　今年度も、支部・部会主催によるゴルフ大会が各地で開催され、いずれも盛況のうちに幕を閉じました。源泉部会・青年部会（合
同）、瑞穂第一・第二支部（合同）、秋川流域（合同）、青梅東部支部と、各地でのプレーを通じて、会員同士の交流が一層深まりました。
なかでも、本会主催の会員交流ゴルフ大会は、創立 75 周年を記念し「チャリティーゴルフ大会」として開催され、未加入法人
の方の参加費を無料とする試みも行われました。当日の模様や結果は、次号『KODAMA165 号』でご紹介いたします。開催にご
協力くださった皆さま、そしてご出場いただいた皆さまに、心より御礼申し上げます。

■ 新旧役員歓送迎会 7.18（於）いちゑ ■ 拡大役員会  8.6（於）あきる野ルピア

■ 環境エンタメ委員会 6.27（於）企業の森 ～下草刈り作業～

厚生共益事業委員長　酒井　透

■5月20日源泉部会・青年部会協催会員交流ゴルフ大会
　　　　　　　　　　　　　　　( 於 ) 青梅ゴルフ倶楽部
■6月24日青梅東部支部ゴルフ大会
　　　　　　　　　　　　　　　( 於 ) 青梅ゴルフ倶楽部
■6月26日瑞穂第一・第二支部合同ゴルフ大会
　　　　　　　　　　　( 於 ) 立川国際カントリー倶楽部
■７月16日秋川流域ゴルフ大会  
　　　　　　　　　　　( 於 ) 立川国際カントリー倶楽部
■9月2日創立 75周年記念会員交流チャリティーゴルフ大会
　　　　　　　　　　　　　　　( 於 ) 青梅ゴルフ倶楽部

　青梅南部支部では 6 月 11 日、昨年
に続き 2 回目となる日帰りバス旅行
「潮干狩り体験」を開催しました。
　行き先は千葉県の富津海岸。梅雨
の合間の好天にも恵まれ、絶好の潮
干狩り日和となりました。
　熊手片手に夢中で貝を探す姿があ
ちこちに見られ、たくさんの笑顔と
笑い声に包まれた一日となりました。
　帰りのバスでは収穫を見せ合いな
がら、会員同士の交流も深まるひと
ときとなりました。

■ 女性部会 健康増進事業（自彊術）6.11（於）あきる野市中央公民館■ 青梅南部支部 日帰りバス旅行 ～潮干狩り～  6.11（於）富津海岸

青梅南部支部長 　　
中嶋 規夫

　事業研修委員会では、4 月からさまざまなテーマで研修会
を開催しています。主な会場は法人会研修センターですが、
オンライン配信にも対応し、参加しやすい環境づくりに努め
ています。これまでに実施した研修には、社員研修をはじめ、
話題の AIセミナー、カスタマーハラスメント対策、事業承継
セミナーなどがあり、どれも時代に即した内容で好評をいた
だいています。今後も幅広い分野の研修を予定しております。
経営や実務に役立つヒントがきっと見つかるはずです。ぜひ
積極的にご参加ください。

■ 研修会に参加しませんか

■ 青年部会、積極的に活動中！
　青年部会では 4月 15 日に開催された事業報告会において、第 21 代青年部会長に秋川支部の井草誠氏が就任されました。
　体制も新しくなり、活動に参加する部会員も増え、これまで以上に活気に満ち溢れています。現在は、法人会活動の重責
を担う「租税教室」を中心とした社会貢献活動に加え、研修や懇親など積極的に展開中です。
　青年部会は、50 歳以下の経営者・経営幹部の方で構成されており、同世代同士のネットワークづくりや学びの場としても
魅力的な存在です。新しい仲間と出会い、視野を広げるチャンスです。ご興味のある方は、ぜひご参加ください。

■ゴルフ大会各会場で開催

公益事業委員長（研修・租税担当）　島田 賢一郎

副会長 ( 青年部会担当 )　清水　大

青梅東部 源泉部会・青年部会

瑞穂第一・第二支部 秋川流域
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　福生市在住のノンフィクション作家・黒川祥子さん
（65）は、シングルマザーや中高年の引きこもり、教育格
差など、社会の中で見過ごされがちな人々の現実に光
を当て、丹念な取材と当事者の声を通じて社会の課題
を浮かび上がらせています。
　福島県伊達市（旧伊達郡）出身の黒川さんは、東京
女子大学を卒業後、弁護士事務所の事務員、ヤクルト
レディ、美術モデルなどを経験。業界誌のライターを経
て、30代後半で多摩地域のタウン誌に関わりながらフ
リーライターとして活動を始めました。
　黒川さんは「業界誌のライターをしているときに、こ
のままだと自分が消費されて終わってしまうと感じたん
です。私が書くことに意味がある物を書きたかった。そ
れから事件ノンフィクションに取り組み始めました」と
振り返ります。
　新潮社の企画で家族内殺人事件を10件取材した
際、「加害者は全員、かつて虐待の被害者だった」こと
に気づきます。そして、第11回開高健ノンフィクション
賞を受賞した『誕生日を知らない女の子　虐待――そ
の後の子どもたち』では、虐待を受けた子どもたちの日
常に密着。「編集者とともにファミリーホームや心療内
科に足を運び、子どもたちの話を聞きました。編集者は
その重みと深さに圧倒され、その後、〝黒川さん、開高賞
に応募しませんか〟と声をかけられたんです。私は２か
月後の原稿料が欲しかっただけで、受賞なんて考えて

　紙媒体で作品を発表する一方で、近年では、デジタル
メディアでもライターとして活躍しています。プレジデント
オンラインでは80歳以上の働く女性を追うシリーズが
好評で、「92歳の現役マッククルー・民ちゃん」の記事は、
2025年５月の月間閲覧数で１位を獲得。最新作『母と
娘。それでも生きることにした』の帯を担当したサヘル・
ローズさんとの対談も反響があったといいます。
　「書きたいと思ったときに書いてすぐに発信できるの
がデジタルのいいところですね。定期的なお仕事は、収
入の面でも助かっています」と話す黒川さん。「媒体が変
わっても、やることは変わりません。人と直接会って話を
聞き、自分というフィルターを通して書く。それが私のス
タイルです」。そう話す笑顔の先には、今も変わらぬ好奇
心と取材への情熱がにじみます。
　「これまで取材を通して、個性的で魅力的な人にたく
さん出会ってきました。その出会いを大切に、これからも
“人”を描いていきたいです」と力を込めました。

人
小さな声に光を当てる

黒川 祥子さん
くろかわ　しょうこ

ノンフィクション作家

I  N F O R M A T I O N

業界誌からフリーライターに

▲ 黒川さんの執筆本

多様化するメディア、変わらない信念

黒川 祥子 （くろかわ しょうこ）
福島県生まれ。ノンフィクション作家。東京女子大
学文理学部卒。社会問題や家族の問題を中心に執
筆活動を行っている。2013年、『誕生日を知らない
女の子　虐待――その後の子どもたち』で第11回
開高健ノンフィクション賞を受賞。2025年、集英
社インターナショナルより『母と娘。それでも生きる
ことにした』刊行。

いませんでした」と笑います。「でも最終選考に残り、受
賞が決まりました。そこから出版の道が開け、現在の活
動につながっています」と語りました。
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佐
々
木
ひ
か
り
さ
ん
が
作
る
、あ
き
る
野
産

の
有
機
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
創
作
ス

パ
イ
ス
カ
レ
ー
が
評
判
の
お
店
で
す
。

ス
パ
イ
ス
に
魅
せ
ら
れ
て

　
元
々
カ
レ
ー
好
き
だ
っ
た
佐
々
木
さ
ん
は
、ス

パ
イ
ス
の
持
つ
奥
深
さ
に
魅
か
れ
て
ス
パ
イ
ス
カ

レ
ー
を
作
る
う
ち
に「
ス
パ
イ
ス
の
魅
力
を
、も
っ

と
多
く
の
人
と
共
有
で
き
る
場
が
で
き
れ
ば
」と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
周
囲
の
応
援
も
あ
り
、２
０
２
２
年
９
月
に

「
山
の
ス
パ
イ
ス
」を
開
店
。本
格
的
な
ス
パ
イ
ス

カ
レ
ー
が
食
べ
ら
れ
る
と
評
判
が
広
が
り
、今
で

は
遠
方
か
ら
訪
れ
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　「
生
産
者
が
わ
か
る
地
域
の
新
鮮
な
野
菜
を
使

い
、丸
一
日
か
け
て
す
べ
て
手
作
業
で
仕
込
み
、心

を
込
め
て
作
っ
て
き
ま
し
た
。『
心
と
身
体
に
や
さ

し
い
カ
レ
ー
と
副
菜
で
、訪
れ
る
方
に
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
』、

そ
ん
な
気
持
ち
で

こ
れ
か
ら
も
作
り

続
け
て
い
き
ま

す
」と
笑
顔
を
み

せ
ま
し
た
。

法
人
会
が
、お
す
す
め
の
飲
食
店
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、あ
き
る
野
市
五
日
市
街
道
沿
い

の
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
専
門
店「
山
の
ス
パ
イ

ス
」で
す
。

〒197-0834
東京都あきる野市引田 552-3

営業時間：午前11時～午後３時
(水、木、金曜日の
週３日営業が基本、
土曜日は不定期営業)
駐車場：あり

【山のスパイス 店舗情報】

▲店内ウォータークーラー

▲10人も入れば一杯の店内

▲日替わりのスパイスプレート

▲山のスパイス外観 ▲佐々木ひかり店主

▲厨房の棚に並ぶスパイス

詳細、問い合わせは
インスタ(QRコード)へ →

17  KODAMA
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税理
士 久保田先生の
税 の コ ラ ム

長期損害保険

「会社が支払う保険料について」 その１
　会社は役員や従業員のために様々な保険契約を結びますが、その保険契約ごとにその
支払う保険料の取扱いが異なります。

①死亡保険金および生存保険金の受取人が法人の場合
　保険料の額は、保険事故の発生または保険契約の解除等に
　よりその保険契約が終了する時まで損金の額に算入されず、
　資産に計上する必要があります。
②死亡保険金および生存保険金の受取人が被保険者または
　その遺族の場合
　保険料の額は、会社の損金となりますが、その役員または使
　用人に対する給与となり、給与とされた保険料は、その役員
　または使用人の生命保険料控除の対象となります。
③死亡保険金の受取人が被保険者の遺族で、生存保険金の受
　取人が法人の場合
　保険料の額のうち、その2分の1に相当する金額は資産に計
　上し、残額は期間の経過に応じて損金の額に算入します。

①保険金または給付金の受取人が法人の場合
　保険料の額は、原則として、期間の経過に応じて損金の
　額に算入します。
②保険金または給付金の受取人が被保険者またはその遺
　族である場合
　保険料の額は、原則として、期間の経過に応じて損金の
　額に算入します。

　保険期間が3年以上で、かつ、その保険期間満了後に満期返戻金を支払う旨の定めのある損害保険契
約で業務の用に供されている建物等に係るものについて保険料を支払った場合には、その保険料の金額
のうち、積立保険料に相当する部分の金額は保険期間の満了又は保険契約の解除若しくは失効の時まで
は、資産として取り扱うものとし、その対応する保険料の金額のうち、その他の部分の金額は期間の経過
に応じて損金に算入します。

久保田昌章税理士事務所　税理士 久保田昌章

養老保険

定期保険または第三分野保険
（契約期間が3年未満又は最高解約返戻率が50パーセント以下のもの）

※第三分野保険とは、生命保険（第一分野）と損害保険（第二分野）の中間に位置する
　保険のことで、医療保険、がん保険、介護保険、傷害保険などをいいます。

２

3

１

　養老保険とは、満期または被保険者の死亡によって保険金が支払われる生命保険です。

18   KODAMA 　 



元気な毎日を過ごすためのポイント

新町クリニック  所長 神應 知道

健康
にアプローチ

未来を守る選択を。
男性にも必要なHPVワクチンの真実　　　

未来を守る選択を。
男性にも必要なHPVワクチンの真実　　　

　前回までの原稿で、HPVワクチンによる子宮頸がん予防や、過去の誤解、そして接種率向上の重要性についてお
伝えしてきました。今回は、ぜひ皆さんに知っていただきたい「男子へのHPVワクチン接種」についてお話しします。
「子宮頸がん」と聞くと、男性には無関係と思われがちです。しかし、ヒトパピローマウイルス（HPV）は、男女問わず感
染するウイルスであり、男性も感染の媒介者になるだけでなく、自身も病気を発症するリスクがあります。
　HPVは性行為などを通して感染するありふれたウイルスで、多くの人が一度は感染します。ほとんどは自然に排除
されますが、一部が体に残ると病気を引き起こすことがあります。男性がHPVに感染すると、中咽頭がん（喉の奥にで
きるがん）、肛門がん、陰茎がん、そして尖圭コンジローマ（性器にできるいぼ）などのリスクが高まります。最近では特に
中咽頭がんが増えており、男性患者が多いのが現状です。
　こうした病気を予防する手段の一つがHPVワクチンです。接種することで、自分自身が病気になるリスクを減らすだ
けでなく、パートナーや将来の家族をHPV感染から守ることもできます。つまり、HPVワクチンは「自分と大切な人を守
るワクチン」なのです

　現在、日本でも男子へのHPVワクチン接種が公費で受けられるようになっています。男子は「4価ワクチン」の接種
が対象で、これはHPVの4つの型（6型・11型・16型・18型）を予防できるワクチンです。6型・11型は尖圭コンジローマの
原因、16型・18型はがんの原因となる型です。男子においても4価ワクチンを接種することで、約70～80％のHPV16・18
型が原因のがんリスクや、90％以上の尖圭コンジローマを予防できるとされています。そのため、9価ワクチンがまだ男
子に公費で認可されていない現状においても、「4価ワクチンで十分に予防効果が期待できる」と考えられています。
なお、9価ワクチンはさらに5つの型にも対応しますが、現時点では男子への公費接種は認可されていません。
　「副反応が心配」という声もありますが、多くは腕の痛みや腫れ、発熱など軽い症状で、数日でおさまることがほとん
どです。重い副反応は非常にまれであり、接種のメリットの方が大きいとされています。不安があれば、遠慮なく医師に
ご相談ください。
　HPVは決して女性だけの問題ではありません。未来の健康を守るために、「自分には関係ない」と思わず、正しい情
報を知って行動することが大切です。HPVワクチンは男性にとっても必要な、未来を守る大切な選択です。男子も含
めたHPVワクチンの接種は、青梅市の子宮頸がん撲滅という私たちの目標を達成する上で大きな鍵になります。私た
ち新町クリニックは、男性の方々にもぜひ接種をご検討いただきたいと思っています。「自分は関係ない」と思わず、どう
か正しい知識を持って、ご自身と大切な人を守る選択をしてほしいと願っています。
　動画もぜひチェックしてみてくださいね！

新町クリニックのYouTube「新クリチャンネル」でも詳しく解説しています
• 第22回 【男女問わず】 HPVは皆に関係する脅威
　→HPVは肛門がん、陰茎がん、中咽頭がんの原因にもなり、特に中咽頭がんは男性に多いと指摘されています。
• 第24回 【男性必見！】 未来のために今、知っておくべきHPVワクチンの事実
　→HPVは決して女性だけの問題ではなく、ワクチン接種は自分と大切な人を守るために大切だと伝えています。

• 【男女問わず】
 HPVは皆に関係する脅威
https://www.youtube.com/watch?v=82HSiQy_vDU　

• 【男性必見！】 
未来のために今、知っておくべきHPVワクチンの事実
https://www.youtube.com/watch?v=PnC-5vhZew0

今回の
テーマ
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2000
 (平成12年)

2001
 (平成13年)

2002
 (平成14年)

2003
 (平成15年)

2004
 (平成16年)

2005
 (平成17年)

2006
 (平成18年)

2007
 (平成19年)

2008
 (平成20年)

2009
 (平成21年)

2010
 (平成22年)

2011
 (平成23年)

2012
 (平成24年)

森喜朗首相就任・ITバブル
崩壊・介護保険制度スター
ト

日朝首脳会談で拉致問題
が表面化・サッカー日韓
ワールドカップ開催・不良
債権処理が本格化

イラク派遣をめぐる議論・
地上デジタル放送開始・
三菱東京フィナンシャルグ
ループ誕生

新潟中越地震発生・自衛
隊のイラク派遣・年金未納
問題が社会問題化

郵政民営化法案可決・愛・
地球博（愛知万博）開催・
耐震偽装問題発覚

安倍晋三内閣発足・教育
基本法改正・ライブドア
事件

参議院選挙で与党敗北・
年金記録問題が発覚・消
えた年金問題への社会
不信

リーマンショック発生・秋
葉原通り魔事件・原油価
格高騰とガソリン値上げ

民主党による政権交代・
子ども手当創設表明・事
業仕分けブーム

尖閣諸島中国漁船衝突事
件・小沢一郎強制起訴問
題・ 口蹄疫問題

東日本大震災・福島第一
原発事故・計画停電と節
電生活

安倍晋三再登板（第2次政
権発足）・アベノミクス始
動・衆議院解散総選挙

●第25回通常総会・同記念講演「主役の条件」作家 ジェームス三木氏
●創立50周年社団化25周年記念式典　
●わがプロ野球人生 元西鉄ライオンズ投手 稲尾和久氏

小泉純一郎内閣発足・ア
メリカ同時多発テロ・中央
省庁再編（1府12省庁へ）

●ホームページ会員リンク開始　
●三部会合同講演会 元西武ライオンズ内野手  石毛宏典氏
　(於)青梅市福祉センター

●これからの日本経済と景気のゆくえ 斎藤精一郎氏  (於)霞共益会館
●青年部会創立20周年記念映画上映会~稚内発学び座~
　(於)福生市民会館/青梅市民会館　
●青年部会創立20周年記念式典(於)青梅市福祉センター

●三部会合同事業米国空軍太平洋音楽隊JAZZコンサート　
●支部対抗ボウリング大会  (於)西東京レーン　
●源泉部会創立10周年記念式典・同記念講演 
　毎日新聞論説委員  重村智計講演会　
●三部会合同事業映画上映会  「なごり雪」上映

●e-Taxサービス全国で開始　
●第一回源泉部会会員交流ゴルフ大会 (於)東京バーディクラブ
●春風亭小朝独演会(於)青梅市民会館

●西多摩ふれあい講演会 ハマコー大いに語る 
　浜田幸一氏   (於)瑞穂スカイホール　
●東海大学菅生高校吹奏楽部コンサート  (於)青梅市民会館

●青梅奥多摩地区新春講演会 コリアレポート編集長 辺真一氏
●どうなる日本！ 橋本五郎講演会  (於)福生市民会館　
●オープンフェスティバル 林家正蔵独演会  (於)青梅市民会館

●富士山から日本を変える  野口健講演会　
●安倍政権とニッポンの未来  末延吉正氏　
●話の味は人の味  桂ヨネスケ氏　
●税金◯×クイズ  (於)永山公園グランド
●青年部会 中国大黄河雑技団講演会

●瑞穂福生羽村地区合同講演会三遊亭楽太郎独演会 
　(於)福生市民会館　
●青梅奥多摩地区新春講演会 読売テレビ岩田公雄氏　
●裁判員制度研修会(於)研修センター 青年部会

●5月14支部体制へ移行 
●親と子の租税教室in蔵  (於)小澤酒造(最初の租税教室)　
●青年部会 横田基地見学会　
●第一回西多摩ふれあい講演会 フリーアナウンサー酒井ゆきえ氏

●バレンタインJAZZコンサート(源泉部会)
　(於)羽村ゆとろぎ大ホール　
●創立60周年記念講演会 野村克也氏  (於)福生市民会館

●西多摩ふれあい講演会  プロゴルファー羽川豊氏　
●青梅市役所新庁舎に記念樹を寄贈(クスノキ)　
●ふれあいの森植樹祭　
●ツイッターブログの情報サイト西多摩なう！開設　
●三部会合同事業 オータムクラシックコンサート羽村フィル

●◯コン青梅OZAKU de Night 青年部会　
●西多摩ふれあい講演会  東京都副知事 猪瀬直樹氏　
●第一回 青梅マラソン給水支援 /青梅西部支部　
●公益社団法人 青梅法人会発足　
●第二回◯コン青梅 福よ来い！

2013
 (平成25年)

2014
 (平成26年)

2015
 (平成27年)

2016
 (平成28年)

2017
 (平成29年)

2018
 (平成30年)

2019

2020
 (令和2年)

2021
 (令和3年)

2022
 (令和4年)

2023
 (令和5年)

2024
 (令和6年)

2025
 (令和7年)

特定秘密保護法成立・
東京五輪2020招致決
定・女性活躍推進が
キーワードに

安保法制可決・マイナ
ンバー制度導入準備・
川内原発再稼働

熊本地震発生・天皇陛
下が生前退位の意向示
す・ ポケモンGOブーム

森友・加計学園問題が
浮上・共謀罪法成立・衆
議院総選挙（自民圧勝）

西日本豪雨災害・大阪
北部地震・日産ゴーン
会長逮捕

新元号「令和」スタート・
消費税10%と軽減税率導
入・京都アニメーション
放火事件

COVID-19国内拡大・ 
緊急事態宣言発令・東
京五輪延期決定

東京五輪・パラリンピッ
ク開催（無観客）・ワク
チン接種開始・菅首相
退任・岸田内閣発足

安倍元首相銃撃事件・
ウクライナ情勢で物価
高騰・知床観光船沈没
事故

インボイス制度導入・
福島処理水の海洋放出
開始・ コロナ5類移行と
マスク緩和

能登半島地震発生・羽
田空港衝突事故・月面
着陸SL IM成功（日本
初）

2025年日本国際博覧
会開催（公式略称：大
阪・関西万博）

●ふるさと民謡の夕べ 原田直之氏他　(於)福生市民会館　
●青年部会創立30周年記念式典　(於)スイートプラムふようの間　
●西多摩ふれあい講演会　櫻井よし子氏
　(於)羽村ゆとろぎ大ホール

消費税 8 %に増税・
STAP細胞問題・御嶽山
噴火による死傷者

●源泉部会創立20周年記念 三遊亭鳳楽独演会 (於)青梅市民会館
●ビジネスサポーター研修全18回開催 西多摩市民講座全9回
●福島県南相馬市視察研修

●オープンフェスティバル 池上彰講演会　
●西多摩ふれあい事業  栗コーダーカルテットコンサート　
●福島県南相馬市視察研修　●西多摩を考える会発足式　
●西多摩ふれあい事業 池谷敏郎講演会

●三部会合同事業 津軽三味線 あべやコンサート
　(於)青梅市民会館　
●青年部会経営者講演会 みんなのドラマ全7回開催

●西多摩ふれあい事業 増田寛也氏講演会  (於)ゆとろぎ小ホール
●オープンフェスティバル 菅生高校吹奏楽部演奏会
　(於)羽村ゆとろぎ大ホール　
●三部会合同講演会 熊澤南水ひとり語り
●防犯カメラ設置促進協力の推進

●西多摩ふれあい講演会 元外務大臣 岸田文雄氏 
　(於)羽村ゆとろぎ大ホール　
●西多摩を考える会 「西多摩に暮らす」発刊　
●オープンフェスティバル 花田景子講演会　(於)羽村ゆとろぎ大ホール

●晩ごはんから日本が見える ヨネスケ(桂米助) 
　(於)あきる野ルピアホール
●西多摩ふれあい講演会 タケ小山氏  
　(於)羽村ゆとろぎ小ホール

●三部会合同事業 古賀稔彦 講演会
　(於)羽村ゆとろぎ小ホール
●企業経営者セミナー コロナ渦を考える事業承継セミナー

●検温器付き自動消毒器 贈呈 (各市町村へ)　
●COVID-19ワクチン接種事業実施

●西多摩ふれあい講演会 
　これからの時代に求められる日本語力   明治大学教授 齋藤 孝 氏
●三部会合同事業  テツ＆トモお笑いライブ 
　～税金払うのなんでだろ～  (於)福生市民会館大ホール 
●青年部会創立40周年記念式典

●西多摩ふれあい事業 東京海洋大学客員教授 さかなクン　
●桂宮治独演会　　●改正育児休業法研修会　
●税に関する絵はがきコンクール ファミリーコンサート  菅生高校吹奏楽部
●管内各所でインボイス制度説明会を開催

●西多摩ふれあい講演会   弁護士 タレント ケントギルバート氏
●コミュニティ倶楽部発足　●インボイス制度説明会　
●第一回 西多摩まるごといただきます　
●オープンフェスティバル ～WONKライブ～ 　
●第一回税に関する絵はがきコンクール 表彰式

●西多摩市民講座「ロケットエンジンを開発するということ」　
●西多摩ふれあい講演会  プロゴルファー服部道子氏   河邊雄一郎氏
●青梅第一支部と青梅西部支部が合併して青梅中央支部発足 
●活動紹介PVを制作　●創立75周年記念事業を開催

(平成31年 /
     令和元年)

この節目の年にあたり、2000 年の 50 周年記念から今日までの歩みをここにまとめました。
時代の変化に対応しつつ、会員一丸となって重ねてきた活動の軌跡をご覧ください。

青梅法人会2000年～2025年のあゆみ

青梅法人会は、
2025 年に創立 75 周年！

青梅法人会2000年～2025年のあゆみ

写真探してます

写真探してます

年 社会の出来事 法人会活動 年 社会の出来事 法人会活動
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2000
 (平成12年)

2001
 (平成13年)

2002
 (平成14年)

2003
 (平成15年)

2004
 (平成16年)

2005
 (平成17年)

2006
 (平成18年)

2007
 (平成19年)

2008
 (平成20年)

2009
 (平成21年)

2010
 (平成22年)

2011
 (平成23年)

2012
 (平成24年)

森喜朗首相就任・ITバブル
崩壊・介護保険制度スター
ト

日朝首脳会談で拉致問題
が表面化・サッカー日韓
ワールドカップ開催・不良
債権処理が本格化

イラク派遣をめぐる議論・
地上デジタル放送開始・
三菱東京フィナンシャルグ
ループ誕生

新潟中越地震発生・自衛
隊のイラク派遣・年金未納
問題が社会問題化

郵政民営化法案可決・愛・
地球博（愛知万博）開催・
耐震偽装問題発覚

安倍晋三内閣発足・教育
基本法改正・ライブドア
事件

参議院選挙で与党敗北・
年金記録問題が発覚・消
えた年金問題への社会
不信

リーマンショック発生・秋
葉原通り魔事件・原油価
格高騰とガソリン値上げ

民主党による政権交代・
子ども手当創設表明・事
業仕分けブーム

尖閣諸島中国漁船衝突事
件・小沢一郎強制起訴問
題・ 口蹄疫問題

東日本大震災・福島第一
原発事故・計画停電と節
電生活

安倍晋三再登板（第2次政
権発足）・アベノミクス始
動・衆議院解散総選挙

●第25回通常総会・同記念講演「主役の条件」作家 ジェームス三木氏
●創立50周年社団化25周年記念式典　
●わがプロ野球人生 元西鉄ライオンズ投手 稲尾和久氏

小泉純一郎内閣発足・ア
メリカ同時多発テロ・中央
省庁再編（1府12省庁へ）

●ホームページ会員リンク開始　
●三部会合同講演会 元西武ライオンズ内野手  石毛宏典氏
　(於)青梅市福祉センター

●これからの日本経済と景気のゆくえ 斎藤精一郎氏  (於)霞共益会館
●青年部会創立20周年記念映画上映会~稚内発学び座~
　(於)福生市民会館/青梅市民会館　
●青年部会創立20周年記念式典(於)青梅市福祉センター

●三部会合同事業米国空軍太平洋音楽隊JAZZコンサート　
●支部対抗ボウリング大会  (於)西東京レーン　
●源泉部会創立10周年記念式典・同記念講演 
　毎日新聞論説委員  重村智計講演会　
●三部会合同事業映画上映会  「なごり雪」上映

●e-Taxサービス全国で開始　
●第一回源泉部会会員交流ゴルフ大会 (於)東京バーディクラブ
●春風亭小朝独演会(於)青梅市民会館

●西多摩ふれあい講演会 ハマコー大いに語る 
　浜田幸一氏   (於)瑞穂スカイホール　
●東海大学菅生高校吹奏楽部コンサート  (於)青梅市民会館

●青梅奥多摩地区新春講演会 コリアレポート編集長 辺真一氏
●どうなる日本！ 橋本五郎講演会  (於)福生市民会館　
●オープンフェスティバル 林家正蔵独演会  (於)青梅市民会館

●富士山から日本を変える  野口健講演会　
●安倍政権とニッポンの未来  末延吉正氏　
●話の味は人の味  桂ヨネスケ氏　
●税金◯×クイズ  (於)永山公園グランド
●青年部会 中国大黄河雑技団講演会

●瑞穂福生羽村地区合同講演会三遊亭楽太郎独演会 
　(於)福生市民会館　
●青梅奥多摩地区新春講演会 読売テレビ岩田公雄氏　
●裁判員制度研修会(於)研修センター 青年部会

●5月14支部体制へ移行 
●親と子の租税教室in蔵  (於)小澤酒造(最初の租税教室)　
●青年部会 横田基地見学会　
●第一回西多摩ふれあい講演会 フリーアナウンサー酒井ゆきえ氏

●バレンタインJAZZコンサート(源泉部会)
　(於)羽村ゆとろぎ大ホール　
●創立60周年記念講演会 野村克也氏  (於)福生市民会館

●西多摩ふれあい講演会  プロゴルファー羽川豊氏　
●青梅市役所新庁舎に記念樹を寄贈(クスノキ)　
●ふれあいの森植樹祭　
●ツイッターブログの情報サイト西多摩なう！開設　
●三部会合同事業 オータムクラシックコンサート羽村フィル

●◯コン青梅OZAKU de Night 青年部会　
●西多摩ふれあい講演会  東京都副知事 猪瀬直樹氏　
●第一回 青梅マラソン給水支援 /青梅西部支部　
●公益社団法人 青梅法人会発足　
●第二回◯コン青梅 福よ来い！

2013
 (平成25年)

2014
 (平成26年)

2015
 (平成27年)

2016
 (平成28年)

2017
 (平成29年)

2018
 (平成30年)

2019

2020
 (令和2年)

2021
 (令和3年)

2022
 (令和4年)

2023
 (令和5年)

2024
 (令和6年)

2025
 (令和7年)

特定秘密保護法成立・
東京五輪2020招致決
定・女性活躍推進が
キーワードに

安保法制可決・マイナ
ンバー制度導入準備・
川内原発再稼働

熊本地震発生・天皇陛
下が生前退位の意向示
す・ ポケモンGOブーム

森友・加計学園問題が
浮上・共謀罪法成立・衆
議院総選挙（自民圧勝）

西日本豪雨災害・大阪
北部地震・日産ゴーン
会長逮捕

新元号「令和」スタート・
消費税10%と軽減税率導
入・京都アニメーション
放火事件

COVID-19国内拡大・ 
緊急事態宣言発令・東
京五輪延期決定

東京五輪・パラリンピッ
ク開催（無観客）・ワク
チン接種開始・菅首相
退任・岸田内閣発足

安倍元首相銃撃事件・
ウクライナ情勢で物価
高騰・知床観光船沈没
事故

インボイス制度導入・
福島処理水の海洋放出
開始・ コロナ5類移行と
マスク緩和

能登半島地震発生・羽
田空港衝突事故・月面
着陸SL IM成功（日本
初）

2025年日本国際博覧
会開催（公式略称：大
阪・関西万博）

●ふるさと民謡の夕べ 原田直之氏他　(於)福生市民会館　
●青年部会創立30周年記念式典　(於)スイートプラムふようの間　
●西多摩ふれあい講演会　櫻井よし子氏
　(於)羽村ゆとろぎ大ホール

消費税 8 %に増税・
STAP細胞問題・御嶽山
噴火による死傷者

●源泉部会創立20周年記念 三遊亭鳳楽独演会 (於)青梅市民会館
●ビジネスサポーター研修全18回開催 西多摩市民講座全9回
●福島県南相馬市視察研修

●オープンフェスティバル 池上彰講演会　
●西多摩ふれあい事業  栗コーダーカルテットコンサート　
●福島県南相馬市視察研修　●西多摩を考える会発足式　
●西多摩ふれあい事業 池谷敏郎講演会

●三部会合同事業 津軽三味線 あべやコンサート
　(於)青梅市民会館　
●青年部会経営者講演会 みんなのドラマ全7回開催

●西多摩ふれあい事業 増田寛也氏講演会  (於)ゆとろぎ小ホール
●オープンフェスティバル 菅生高校吹奏楽部演奏会
　(於)羽村ゆとろぎ大ホール　
●三部会合同講演会 熊澤南水ひとり語り
●防犯カメラ設置促進協力の推進

●西多摩ふれあい講演会 元外務大臣 岸田文雄氏 
　(於)羽村ゆとろぎ大ホール　
●西多摩を考える会 「西多摩に暮らす」発刊　
●オープンフェスティバル 花田景子講演会　(於)羽村ゆとろぎ大ホール

●晩ごはんから日本が見える ヨネスケ(桂米助) 
　(於)あきる野ルピアホール
●西多摩ふれあい講演会 タケ小山氏  
　(於)羽村ゆとろぎ小ホール

●三部会合同事業 古賀稔彦 講演会
　(於)羽村ゆとろぎ小ホール
●企業経営者セミナー コロナ渦を考える事業承継セミナー

●検温器付き自動消毒器 贈呈 (各市町村へ)　
●COVID-19ワクチン接種事業実施

●西多摩ふれあい講演会 
　これからの時代に求められる日本語力   明治大学教授 齋藤 孝 氏
●三部会合同事業  テツ＆トモお笑いライブ 
　～税金払うのなんでだろ～  (於)福生市民会館大ホール 
●青年部会創立40周年記念式典

●西多摩ふれあい事業 東京海洋大学客員教授 さかなクン　
●桂宮治独演会　　●改正育児休業法研修会　
●税に関する絵はがきコンクール ファミリーコンサート  菅生高校吹奏楽部
●管内各所でインボイス制度説明会を開催

●西多摩ふれあい講演会   弁護士 タレント ケントギルバート氏
●コミュニティ倶楽部発足　●インボイス制度説明会　
●第一回 西多摩まるごといただきます　
●オープンフェスティバル ～WONKライブ～ 　
●第一回税に関する絵はがきコンクール 表彰式

●西多摩市民講座「ロケットエンジンを開発するということ」　
●西多摩ふれあい講演会  プロゴルファー服部道子氏   河邊雄一郎氏
●青梅第一支部と青梅西部支部が合併して青梅中央支部発足 
●活動紹介PVを制作　●創立75周年記念事業を開催

(平成31年 /
     令和元年)

この節目の年にあたり、2000 年の 50 周年記念から今日までの歩みをここにまとめました。
時代の変化に対応しつつ、会員一丸となって重ねてきた活動の軌跡をご覧ください。

青梅法人会2000年～2025年のあゆみ

青梅法人会は、
2025 年に創立 75 周年！

青梅法人会2000年～2025年のあゆみ

写真探してます

写真探してます

年 社会の出来事 法人会活動 年 社会の出来事 法人会活動
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青
梅
法
人
会

創
立
75
周
年
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
す

日 時

会 場

９月２日（火） 

青梅ゴルフ倶楽部

各事業の詳細、お申込み方法につきましては、別途ご案内いたします。
さらに現在、KODAMAの75周年記念号（仮称）も制作しております。
記念にふさわしい一冊をお届けすべく準備を進めております。
完成まで今しばらくお待ちください。

青梅法人会は、おかげさまで創立75周年を迎えます。長きにわたり
ご支援いただいた会員、地域の皆様への感謝を込めて、記念事業
を企画いたしました。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

チャリティーゴルフ大会

ゴルフを通じて会員同士の親睦を深めるとともに、参
加者にチャリティーを募って地域社会へ還元する活動
を行います。

日 時

会 場

備 考

令和８年２月１６日（月） 記念式典 : 午後4時より
　　　　　　　　　　 祝 賀 会 : 午後5時より

ホテルエミシア東京立川

75周年を記念した特別企画も予定しております。

記念式典 ・ 祝賀会

法人会の75年の歩みを振り返るとともに、これからの未来に向け
た新たな一歩を祝う式典を開催いたします。会員相互の交流と、
法人会のさらなる発展を誓い合う場といたします。

演 題

講 師

日 時

会 場

「夢を描ける社会をスポーツから」

鈴木 大地 氏

11月25日（火） 
午後5時開場・5時30分開演

Ｓ＆Ｄたまぐーセンター多目的ホール 参加費 無料

記念講演会

ソウルオリンピック金メダリストであり、初代スポー
ツ庁長官も務められた鈴木大地氏をお招きし、
「夢を描ける社会をスポーツから」をテーマにご講
演いただきます。皆様の人生やビジネスに役立つ
ヒントが得られる貴重な機会です。

記念事業 １

記念事業 ３

記念事業 ２
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青梅法人会　新入会員のご紹介 ( 令和 7 年 4 月〜 8 月 )　

所属支部 事業所名 代表者名 業 種

青梅第二
株式会社　幸豊 高村　歩 物流業
知創株式会社　olino wood 岩﨑　和也 障害福祉、放課後健全育成事業

青梅東部 株式会社 GETAYA 奥富　拓也 建設業

青梅南部

株式会社 Buddy ＆ Growth 伊藤　賀一 研修講師、戦略コンサルティング
株式会社 STYLEY 角屋　健太郎 歯科技工所
有限会社　成凌工業 野嵜　敏幸 土建材業
合同会社　みやび 田中　雅人 内装工事全般
ＷＲＣ 中間　龍馬 建設業

奥多摩
株式会社ランドウェア 工藤　清 HP 制作
沿線まるごと株式会社 嶋田　俊平 観光事業、飲食、宿泊事業

羽村東 株式会社 三栄 平　雅徳 保険代理業

羽村西
株式会社　ティーエスケー 田村　猛 建設業

（医社）向日葵清心会　いずみクリニック 佐藤　辰夫 医療機関
瑞穂第一 株式会社　外装企画 富澤　浩史 リフォーム業

瑞穂第二
河内椎茸園 河内　雅行 農業
株式会社　寿美装 西沢　ゴーメスアンドレ寿美男 建設業
株式会社ムサシノ介護 松尾　武彦 介護保険サービス

秋川
株式会社　西尾住建 香川　侑也 建設業
株式会社　西尾総業 川島　彩 建設業
株式会社　ｉＲｉｓ 市川　瑞樹 建設業

日の出

株式会社 Emotion 平山　知志 葬祭業、生花販売
株式会社 RATTUS 井上　恭平 塗装・外壁工事一式
株式会社 ODYSSEY 木村　史昭 製造業
医療法人社団　真胤会 馬場　胤典 医療機関

その他 京王観光株式会社　八王子支店 椎谷　幸司 旅行業

編集後
記

広報委員長　高野　真人

　今年度より広報委員長を拝命しました高野
真人です。伝統ある KODAMA の刊行にあた
り多くの方のご協力と地道な作業を繰り返し
編集して皆様のもとへ届いているのだと痛感
しております。西多摩地域（４市３町１村）
の出来事や税制の動きを少しでも感じてもら
えるようにしたいと思います。今年は公益社
団法人青梅法人会が創立７５周年・社団化５
０周年の節目の年となります。青梅法人会は
昭和２５年に設立され、その翌年（昭和２６
年）には青梅市（当時の青梅町、霞村、調布
村が合併）が誕生しております。長い歴史の
中では多くの困難や課題があったかと思いま
すが、法人会が現在まで続いているのは世の
中に必要であるからではないかと思います。
社団法人を経て１４年前に公益社団法人とな
り５０年これからも地域に必要とされる団体
であってほしいです。今後は記念イベントや
式典が開催されます。多くの方が KODAMA
の情報により地域の方、異業種の方との横の
つながりが出来る事を期待したいです。

KODAMA164号をお読みいただきありがとうございま
した。皆様の感想をぜひお聞かせください。アンケート
にお答えいただいた方の中から抽選で5名の方に【QUO
カード1,000円分】をプレゼントいたします。

アンケートは
こちらから
▼

情報誌KODAMA読者アンケート

青梅法人会では公式 LINE を
立上げました。イベントの告
知や入会申込もこちらで出来
るようになりました。是非登
録をお願いします。

公式 LINE アカウント案内！ 広告掲載のご案内
会員事業所の企業・製品 PR
ページの掲載をしません
か？従来型の広告ではなく、
事業所やサービスのご紹介
にスポットをあてた内容を
めざしています。ユーザー
目線の記事内容を作成した
い方、事務局までお問い合
わせください。
法人会 事務局
TEL 0428-24-8863

広報委員会からのお知らせ

円分
QUOカード

プレゼント！
1,000円分
QUOカード
1,000名5 の

方に
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